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第 160回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『柔和なる愛ある者 〜 苦痛に対する思いやり 〜』 

 

2023 年 3 月 11 日午前の病理組織診断の業務を終え、午後は、第 62 回『がん哲学外来メデ

イカル・カフェ in 荻窪』での特別講演『楕円形の心 〜 内から湧き上がる JOY 〜』に赴

いた(画像)。 写真集『がんと生きる言葉の処方箋』(『21 世紀のエステル会』・『心に咲

く花会』の各ブログより抜粋）を製本中の河合章氏、『スルメ症候群 認定証』を授与され

た看護師の戸田裕子氏（画像）また、新潟県立がんセンターの看護師の濱口洋子氏も参加さ

れていた。早速、『講演をお聞きし困っているのは誰か、寄り添っていくことを再認識致し

ました。』との心温まる励ましのメールを頂いた。 大いに感激した。 さらに、杉並区社会

福祉協議会の方も参加されていたので、『隙間を埋める居場所 〜 First Contact Team 〜 』

の必要性についてさりげなく語った。 大変有意義な時であった。 

 

会場からは『楕円形の心』の意味について質問が寄せられた。【『真理は円形にあらず、楕

円形である。 一個の中心の周囲に描かるべきものにあらずして、二個の中心の周囲に描か

るべきものである。―― 人は何事によらず 円満と称して円形を要求するが、天然は 人の

要求に応ぜずして 楕円形を採るはふしぎである。―― 患難の坩堝（るつぼ）の内に燃え尽

くす火に 鍛えられて初めて実得し得るものである。』（内村鑑三;1861-1930）。】と答え

た(画像)。 また、筆者の故郷の出雲大社の『因幡の白兎』についても触れた。 今から約

1300 年前、712年に編纂された『古事記』に登場する、医療の原点を教えてくれる大国主命

の出雲大社から、8キロほど、峠を越えて美しい日本海に面した小さな村が、筆者の生まれ

育った出雲市大社町鵜峠である。 隣の鷺浦地区と合わせて、鵜鷺(うさぎ)と呼ばれている。 

713 年に編纂が命じられたという『出雲国風土記』にも登場する歴史ある地である。 【医

療の発祥：「最も剛毅なる者は最も柔和なる者であり、愛ある者は勇敢なる者である」とは、

「高き自由の精神」を持って医療に従事する者への普遍的な真理であろう。「他人の苦痛に

対する思いやり」は、医学、医療の根本である。】と述べた。 カフェタイムの間、筆者は、

別室で、個人面談の機会が与えられた。 本日(2023年 3月 11日)は、2011年 3 月 11日の東

日本大震災から 12 年になる。 皆様で、黙祷を捧げた。 企画された藤村隆太、陽子夫妻、

スタッフの皆様には、ただただ感服した。 貴重なる日となった。 
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